
第 11回 環境心理生理チュートリアル 

「『調査のデザイン』の作法と技法～仮説のデザインから分析のデザイン」 

 

 環境心理生理分野の研究手法を講習するチュートリアルを開催する。今回は環境心理研究の全体の『調

査のデザイン』をテーマとする。建築や都市空間における人の心理や行動を対象として研究を行う際に

は、人と環境の関係性への着目と仮説の構築に始まり、調査や実験等の手法の設定、分析手法の選定に

至るまでの過程の全体が適切に連携して初めて良い結果が期待される。いわば、この『調査のデザイン』

は、個々の過程だけではなく、全体を見据えて考える必要がある。今回のチュートリアルは、調査や実

験の事例を示しつつ人間環境系研究を行う流れの講義を行う。 

 

主催 環境工学委員会 環境心理生理運営委員会 環境心理小委員会 

日時 2011 年 8 月 26 日（金）10:00～15:00 

会場 建築会館会議室（東京港区芝 5-26-20） 

 

プログラム 

❶趣旨説明 

❷『調査のデザイン』の作法と技法 

（1）調査のデザインを始めよう 

 「通り一遍の調査・実験」に陥らないための研究ストーリーとは 

       小島隆矢（早稲田大学） 

（2）調査のデザイン例1 

  音環境を対象とした評価実験における実験計画法の適用例       

      辻村壮平（東京大学生産技術研究所） 

（3）調査のデザイン例2： 

  景観を対象としたアンケート調査におけるデータ処理と統計的分析例 

     大石洋之（ジェイアール東日本建築設計事務所） 

❸個別ワークショップ「環境心理調査よろず相談」 

 ＊参加者のみなさまのリクエスト等に基づき、いくつかのテーマを設ける予定です。 

 

定員 70 名（申込先着順） 

参加費（資料代含む）会員 1,000 円、会員外 2,000 円、学生 500 円 

申込方法：E-mail またはFax にて、催物名称、氏名、勤務先・所属、同電話番号、E-mailアドレスを 

 明記のうえ、申し込んでください。定員に達した場合は、お断りの方にのみご連絡します。 

申込先：（社）日本建築学会 事務局 研究事業グループ 榎本 

     E-mail: enomoto@aij.or.jp Fax:03-3456-2058 


